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福井 県 産 数 種 の 昆 に つい て 


井崎 市 左 = 門 
福井 県 小浜 市 遠 敷 


1. Maikona jezoensis MarsUNURA マイ コト ラガ (トラ ガ 科 ) (Fig. 1) 

本 種 に つい て は 1960 年 頃 , 武生 市 の 福田 久美 氏 が 採集 し て 発表 せら れ た が , ずら し く 大 変 美しかっ た . 筆者 も 
1964.iv.8, 小浜 市 遠 填 の 自宅 の 青色 盤 光 条 に 飛来 し た 2 2? を 採集 し た の で 報告 する . の が 手許 に 無い の で 比較 
で き な い の が 残念 で ある が , 保育 社 図鑑 の 緒方 氏 の 写真 と 比較 する と 美しく な い . 全体 淡色 , 後 次 前 半 は 淀 黄 白色 
で ある .。 1 頭 を 井上 博士 に 贈り 1 頭 は 手許 に 保管 し て いる . 現在 まで の 採集 地 で は 西南 端 か と 思う - 

2。 Dasychira nachiensis MAROmO ナチ キシ タ ド ク ガ (ドク ガ 科 ) (Fig. 2) 

本 県 で の 採集 例 は 古く 1933. viii. 20, 小浜 市 遠 敷 の 自宅 近所 の 店 の ショ ウ ウ イン ド の ガラ ス に 止ま っ て いた の を 
採っ た . 1962.iv, 植樹 祭 に 行幸 ・ 刻 の 両 陸 下 の 天 ・ 台 覧 C 供 し た . 次 に は 1957.viii.12, 小浜 市 中 ノ 畑 に て 当時 
上 根来 小学 校長 の 令嬢 百 木 紀 子 さ ん が 採集 し た も の を 若狭 高校 で 貰い 受け た . 写真 は ず で 1961.viii.11 大 野市 電 
ガ 湯 で 採集 し た が 種 名 不明 で 保存 し て いた と と ろ , 新潟 市 の 佐藤 力 夫 氏 か ら 戦 類 通信 の 別刷 を 恵 送 し て 下さ っ た の 
で 池 く 同定 で きた . 9 は 全国 で も 発見 は 少な いよ うに 思わ れ 本 県 で は 1 回 だ け の よう で ある . 記載 は 岩 類 通信 , 
No. 41, p. 382, 1966 の 佐藤 力 夫 氏 の 記事 に 委 し く 書 いて ある の で 省略 する . 

3。 Chibidokuga nigra HAwPsoON チビ ドク ガ (ドク ガ 科 ) (Fig. 3) 

名 の よう に 小さ い ガ で , 一 見 シャ ク ガ か アツ バ の よう に も 見 える . 購 黒 色 の 前 凌 中 央 に 灰 白 点 が あり , 前 閉 開 張 

9mm. 採集 例 は 1 回 だ け で ある . 井上 博士 の 同定 に 対し て お 礼 申 上 げ る . 
4. Catocala connexa BorrgR アミ メキ シタ ババ (ハイ イロ キシ タバ ) ( ヤ ガ 科 , シタ ババ 亜 科 ) (Fig. 4 
1991. vii.20, 大 野 郡 和泉 村 池 ガ 島 鉱泉 に て 1 * を 得 た が , 本 県 で は 稀 な も の らし い . 池 が 島 は ダム の た め 水 没 
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し て 今後 地図 か ら 消え る の は 洲 し い . 
5. Orthosia limbata Burvgk シロ へ リキ リガ ( ヤ ガ 科 , ヨ ト ウ ガ 亜 科 ) CFig. 5) 

1964.iv.7, 遠 敷 1*. 自宅 の 誘 里 条 に 来 た の が 初め て だ が , その 後 ず S と も に 採れ た . 
6. Perigrapha honei PONesrER スギ ターニー キ リガ ( ヤ ガ 科 , ヨ ト ウ ガ 亜 科 ) (Fig. 6) 

1964.iv.7, 自宅 の 誘 峨 条 に 飛来 し た 1\ を 採集 し た . 
7. Fascellina chromataria nigrochromaria INOOE エグ リエ ダシ ャ ク (シャ ク ガ 科 , エダ シャ ク 亜 科 ) (Fig. の 
本 種 は 本 県 で は 今立 郡 池田 町 稲荷 で 池田 第 一 中 学校 生徒 藤原 章子 さん が , 1957.yiii.25 に 採集 し た の が 初め で あ 
り , 学校 へ 寄贈 を 頼み , 遠く 池田 町 まで 受取 り に 行き , 福井 市 郷土 博物 館 資料 室 と 陳列 室 に 保管 し て ある . 続い て 
福田 久美 氏 が 武生 市 宮谷 で 採集 し て 天覧 標本 を 作る 時 に 寄贈 を 受け た . 写真 に 出し た も の は 1963.viii.31, 小浜 市 
遠 敷 で 電灯 に 来 た ざ ぶ で ある . 広く 採集 で きる が 少な いよ う で ある , 

な お 採集 地 の 標高 は , 小浜 市 遠 敷 (13 m), 中 ノ 畑 (300 m), 大 野市 鳩 が 湯 (550 m), 大 野 郡 和泉 村 池 が ガ 島 (650 m). 











Wallace と 出会っ た 日 本 通 の 蘭 医 Mohnike 
ーー 長崎 で 種 間 を 拡 あ た , か くれ た ムシ ヤー 


癌 瀬 太 郎 
東京 都 港 区 高輪 2-1 伊 皿 子 ア パート 505 号 


野上 雅生 氏 が や どり が , 47/48 号 に 紹介 され た よう に , H.W. BArgs と 一 緒 に アマ ゾン で チョ ウ を 追っ た A.R. 
WaArrAog が , ひと 足 先 に 本 国 イ ギリ ス 人 帰っ た の は 1852 年 で あっ た . 不幸 に も と の 時 彼 が 持ち 帰っ た 標本 の 大 部 
分 は , 乗船 の 火炎 に よっ て 失わ れ て し まっ た . 3 年 後 , ワラ ス (高島 春雄 氏 の 説 に し た が う . 普通 は ウォ ー レ ス と 
読む ) は , イギリス , オラ ンダ 両国 政府 や , 王立 地理 学 協会 . W.W.SAuspmRs な どの 力強い 後援 に よっ て , 東洋 
の 熱帯 探検 た 旅立っ た . マレ ー, スマ トラ , ジャ ワ , ボル ネオ , セレ ベス , モル ッ カ 群島 , 西 ニ ュー ギニア 等 の 鳥 
々 を , 現地 人 の カヌ ー と 徒歩 に よっ て , 1 万 4 干 マ イル に お よぶ 探検 を し , 12 万 5 千 余 頭 の 昆虫 や 動物 を 採集 し , 
8 年 後 1863 年 に イギリス に 戻っ た . と の 間 1858 年 7 月 1 日 ダー ウィ ン が ロン ドン の リン ネ 協 会 で , 紹 介 発表 し た 
自然 泡 汰 の 説 (進化 論 ) は , 両者 の 友情 と 共に 有名 な 物語 り と な っ て 残っ て いる . 帰国 後 6 年 間 標 本 整理 に と り 組 
ん で 一 段落 し た 1869 年 , The Malay Archipelago を 出版 し た が , と の 本 は 今 な お 古典 と し て , つき な い 知 識 の 
朱 を 提供 し て いる . わた くし も ゃ 中 学生 の 頃 , 抄訳 か 紹介 で 読ん だ 覚え が ある が , 最近 ニュ ー ョ ー ク の Dover 社 か 
ら 1922 年 版 完 本 の 廉価 版 が 出 た 機会 に と り よ せ て 読ん で 見 た . 挿し 画 を 見 て いる だ け で も , 地 図 を 眺め て いる だ 
け で も 楽し い 本 で ある . 

ワラ ス が 最初 に アン ボ イ ナ を 訪れ た の は 1857 年 の 12 月 で あっ た . アン ボ イ ナ は , ほとん ど 2 つの 島 と いっ て も 
よい 程 に 深く 切り こと まれ た 湾 を 抱く 2 つの 半島 か ら な り , 湾内 の 良港 は , 香料 群島 と し て オラ ンダ 傾 東 イン ド の ド 
ル 箱 で ある モル ッ カ 群島 の , 首都 の 所 在 地 で あっ た . と の 町 は 東洋 に お ける ヨー ロッ パ 植 民 地 の 最 も 古い も の の 1 
つ で ある . ワラ ス は と の 時 , モル ッ カ 駐在 の オラ ンダ 医師 の 長 Dr. Orro Momnrgs 宛 の 紹介 状 を 持参 し て いた . 
モー ニッ ケ は ドイ ツ 人 で あっ て , 英語 の 読み 書き は 出来 た が , 会 話 は 不得 手 で あっ た の で ワラ ス と は フラ ンス 語 で 
話し を 通じ た . 彼 は 軍医 や 東 イ ンド 会 社 の お 雇い 医師 と し て , 長い 間 ジ ャ ワ , スマ トラ , ボル ネオ , 日 本 を 歴任 し 
て , と の アン ボ イ ナ に 来 て いた の で ある . 

モー ニッ ケ が 長崎 の 出島 に 来 た の は , 嘉 永 元 年 6 月 (1848) で , 有名 な シー ボル ト の 最初 の 滞 日 (1828 一 1830) 
と 第 2 回 の 来 日 (1859) の 中 間 に あ た る . 1855 年 (安政 2 年 ) の 天然 癒 大 流行 の 時 活躍 し た 記録 が ある の で , と の 
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